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18
に
、
社
史
を
編
纂
す
る
の
に
必
要
な
作
業
の
一
覧
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
社
内

で
こ
な
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
初
め
て
の
経
験
で
す
か
ら
、
適
切
な
ガ
イ
ド
役
（
制
作
会
社
）
が
い

れ
ば
効
率
的
で
失
敗
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
反
対
に
、
外
部
の
者
に
は
絶
対
に
で
き
な
い

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。「
ど
う
い
う
社
史
が
ほ
し
い
の
か
」
を
決
め
る
こ
と
（
方
向
付
け
、
決
裁
に

類
す
る
こ
と
）
と
、
社
内
で
の
資
料
収
集
で
す
。

す
べ
て
内
部
で
制
作
す
る
場
合
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
納
得
が
い
く
ま
で
念
入
り
に
編
纂
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
特
に
本
文
を
記
述
す
る
際
に
は
「
会
社
と
し
て
主
張
し
た
い
こ
と
」「
あ
ま
り
ふ
れ
た

く
な
い
こ
と
」
と
い
っ
た
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
編
集
が
で
き
ま
す
。
不
況
期
の
人
員
整
理
に
つ
い
て

「
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
立
ち
去
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
方
々
が
、
す
べ
て
次
の
活
躍
の
場
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
心
の
痛
む
な
か
に
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
た
社
史
を
目

に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
社
風
が
に
じ
み
出
る
よ
う
な
感
情
の
こ
も
っ
た
記
述
は
、
社
内

●
社
内
で
す
べ
て
済
ま
せ
る
と
、
大
成
功
も
あ
り
ま
す
が
、
失
敗
も
し
や
す
い
で
す
。

社
内
で
全
部
行
う
の
と
、
ほ
と
ん
ど
社
外
に
任
せ
る
の
と
で
は
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
で
す
か
？
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執
筆
な
ら
で
は
で
す
。
こ
の
よ
う

な
書
き
方
は
、
外
部
の
者
に
は
ま

ず
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。反
対
に
、

悪
い
ほ
う
に
作
用
す
れ
ば
、
自
己

満
足
、
我
田
引
水
に
陥
り
が
ち
で

す
。基

本
的
に
外
部
に
委
嘱
す
る
場

合
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
・
品
質
な
ど
の
面
で
一
定
水
準

を
期
待
で
き
る
こ
と
で
す
。
こ
の

場
合
の
品
質
と
は
、「
誰
が
み
て

も
一
定
の
水
準
」
と
い
う
こ
と
で

す
。内
部
作
成
は
家
庭
料
理
の
味
、

外
部
作
成
は
料
理
屋
の
味
、
と
お

考
え
く
だ
さ
い
。
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X ▲内部制作と外注のメリット・デメリット

費 用

◎安い。印刷費＋デザイン費
だけなので、外部に出る経
費は安い。ただし、制作に
あたる社内の人件費を考え
ると割高になることもある。

×制作途中で企画に変更が起
こったとき、費用の増減が
確認しにくい。

△大きくずれることがある。

◎内部事情に十分配慮しな
がら、専門分野につっこ
んだ記述ができる。

△客観性に欠ける傾向あり。
△出来上がりにばらつきあ
り。

△見栄えのよいものはつく
りにくい。

△読者対象が社員に限定さ
れた内容になりやすい。

△原案づくり、検討、決裁、
進行・費用の管理がすべ
て内部スタッフの負担。

△コストがかかる。（企画費
＋執筆費＋編集費＋デザイ
ン費＋印刷費）

◎費用の変動について常に確
認をとりながら進めること
ができる。

◎大きくずれることは少ない。

△内部の事情に詳しくないの
で、記述内容の調整に工夫
と手間が必要。

◎客観的に記述できる。
○平均的なレベル以上のもの
は期待できる。

○（予算によるが）見栄えは
よい。

◎外部の読者を視野に入れた
内容を可能にする。

◎原案づくり、進行・費用の
管理は外部スタッフが分担
できる。

内 容

労 力

スケジュール

すべて内部制作 外注先を活用
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